
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

４名の講師による内容は以下の通りである。 

大島准教授の講座のテーマは｢日本酒ブランドの形成事情｣である。日本酒は色・香り・味の組合せは

無限であり，消費者は「商標」を判断材料として用いている。この｢商標｣は，明治期以降東京の酒問屋

による「配剤物」の横行や蔵元に対する強い交渉力に対抗するために，灘の大手メーカを中心として形

成されていき，その過程で東京酒問屋は衰退していった。近代の酒造業は「伝統 

的商品」と「最先端の工業製品」のはざまで工夫を重ねる様子も紹介された。 

木下教授のテーマは｢フランス・ワイン AOC（原産地統制名称）｣である。フラ 

ンスにおけるワインの製造をフランスの地図を用い,また現地でのワイナリーの 

状況も述べながら詳細な解説が行われた。さらに品質を維持するための制度な （木下教授による講義） 

どについてワインの瓶のラベルを示しながらの解説も行われた。 

陳教授の講座のテーマは｢中国ワイン製造の先駆けと金門高粱酒の誕生｣であ 

る。まず，中国産業の草創期のワイン製造における華僑の役割を概観し，国共 

内戦から冷戦の時代に金門島での状況を中心に飲食文化にどのような変化が起こ 

ったのかを紹介した。さらに酒造業から教育領域（育英会/学校法人）への資本 

転換についても紹介された。                       （陳教授による講義） 

星山准教授の講座のテーマは「知の公共的空間—イギリスパブと江戸の私塾—」である。イギリスのパ

ブは 17世紀〜18世紀に発展，流行した。大衆の社交場であり，町の情報掲示板の役割をもち，情報が

あつまる「知」の公共的空間であった。そして自由で新しい思想が育まれ，民衆レベルの政治，言論活

動の拠点となった。同時代の日本においてパブとよく似た場所として，江戸の私塾があった。イギリス

パブと江戸の私塾は共に知の公共的空間の役割を果たしていたと議論された。 

平成 28年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【世界のお酒と酒文化】 

日 程: 平成２８年１２月３日（土）１３:００～１６：００ 

受講者数:２７名 

会 場：神戸商科キャンパス教育棟Ⅱ103講義室 

講 師: 教授 陳 来幸・木下 誠， 准教授 大島 朋剛・星山 京子 

 

酒づくりは兵庫が誇る伝統文化である。本公開講座はこの｢酒｣に注目し，兵庫の造り酒屋の商標形成過

程，フランス･ワインの品質保証，戦後の冷戦故に誕生した金門酒，イギリスのパブと江戸の私塾の共通

点，の 4つをトピックスとして取り上げ，世界の酒作りと酒文化を多面的に考える。 
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